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『 上野ロータリークラブの現状 』 

上野ロータリークラブ 

会長 山本ヒサ子様 

皆さん、こんにちは。上野ロータリークラブの今

期会長 山本でございます。 
本日はお招きいただきまして誠にありがとうご

ざいます。つたない卓話になろうかと存じますが、

よろしくお付き合いくださいませ。 
まずは自己紹介をさせていただきます。私は1944

年 6 月生まれの 80 歳、ロータリー会員歴が 7 年の

身でありながら創立 70 年の上野クラブの会長を務めさせていただくことになりました。入

会のきっかけは、学生時代の同級生が息子に入会を勧めに来ましたが、息子は時期尚早と拒

否。代わりに私でもいいのならと入会いたしました。入会三年目からは理事として活動させ

ていただいておりました。そして、この度、入会の上は誰もが務めることになるであろう会

長を務めさせていただくことになりました。ロータリーが推進する DEI の観点からも女性

であり、高齢者であっても、なんとか務め終えることが可能との考えで推挙いただきました。

長期計画委員会諸氏の冒険心に敬意を表するところではあります。 
さて、我が上野クラブの現状ですが、会員数 39 名、うち女性 5 名です。半数以上の 22 名

が私より後に入った人となります。うち 2 名が今年度の入会登録者ですので地区の増員 2 名

の目標は達成したことになります。増やすことはもちろん最重要課題ではありますが、もう

一つ大事なことは退会者を出さないということです。伝統あるクラブだけに歴の長い会員の

中には公平感の欠ける言動を些細な場面で表す方がいらっしゃいます。 
せっかく入会しても例会はもとより、様々な活動においても楽しさを感じていただける会

でなければ退会にと心が傾くのではないかと考えます。 
入会を勧める私たちが、定款や細則を熟読しロータリーの本来の目指すところを理解しお

話しできることが欠かせないことだと考えています。無理やり入っていただいても、結果が

良い方向に向くとは思いません。 
そこで最後に、高崎ロータリークラブの田中久夫氏の著書「ロータリークラブに入ろう!」

をご紹介いたします。会長の一年間に 50 人の入会者を獲得した方法が書かれています。ご

参考にしていただけると存じます。 
お時間が参りましたので、これで終わらせていただきます。 
今日は本当にありがとうございました。 
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